
近年、様々なキナーゼ阻害剤が開発され、悪性腫瘍に対する分子標的治療薬として
使用されています。

xCELLigence システムでは、電気抵抗値を測定することにより、様々なキナーゼ阻
害剤に対する短期～長期の細胞応答を、蛍光試薬等を使用せずにラベルフリーで連
続的に測定することができます。

作用機序の異なる薬剤の併用投与など作用点が不明な実験でも最適なタイムポイン
トを見逃すことがなく、薬剤スクリーニングにお役立ていただけます。

⚫ 異なる作用機序の薬剤を併用投与した場合でも最適は測定タイムポイントを
探す必要がありません。

⚫ ラベルフリーのリアルタイム測定により長期のレスポンスだけでなく短期の
レスポンスも測定できます。

• 短期（minuets～hours）の細胞応答例：受容体へのリガンドバインディング

• 長期（days～weeks）の細胞応答の例：細胞障害活性（抗腫瘍効果）

本システムのメリット

測定機のラインナップ

EGFR阻害剤投与に伴う電気抵抗値
の時間変化（左）と用量反応曲線（右）

（データ引用：参考文献４）
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xCELLigence システム Application flyer ⑬ キナーゼ阻害剤の薬効評価

キナーゼ阻害剤に対する細胞応答を、

短期から長期までラベルフリーで

連続測定できます
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※ 本製品は試験研究用です。医療や診断目的にはご使用いただけません。

※ 価格、外観、仕様などは、予告なしに変更することがあります。

※ それぞれの商標や登録商標、製品名は各社の所有する名称です。
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＜上図＞

COX-2（シクロオキシナーゼ-2）阻害剤
DuP-697を大腸がん細胞株HT29に加えた
後の電気抵抗値の変化（細胞障害性の時間
変化）。投与用量により異なるタイムレス
ポンスがみられる。

（データ引用：参考文献１）
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＜下図＞

COX-2阻害剤DuP-697あるいはチロシンキ
ナーゼ阻害剤E7080の単剤投与と併用投与
での細胞障害性の比較。同容量のDuP-697
で比較すると、併用投与の方が強い細胞障
害活性がみられるが効果があらわれるタイ
ムポイントが異なることがわかる。


